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埼経協ニュース３６９号

平
成
二
四
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

一
〇
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び

に
会
員
あ
わ
せ
て
二
七
〇
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
で
は
森
谷
会
長
代
行
の
開
会

の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
、
宮
川
正
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
長
、
安
藤
よ
し
子
埼

玉
労
働
局
長
、
前
島
富
雄
埼
玉
県
教
育

委
員
会
教
育
長
、
小
林
直
哉
連
合
埼
玉

会
長
の
四
氏
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
ご
来
賓
紹
介
、
定
足
数
確
認
後
、

議
事
録
署
名
人
と
し
て
常
任
理
事
の
中

村
義
之
リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�
代
表
取

締
役
社
長
、
理
事
の
殿
岡
勝
久
Ｎ
Ｓ
Ｋ

マ
シ
ナ
リ
ー
�
代
表
取
締
役
社
長
を
選

任
し
、
森
谷
議
長
の
も
と
で
審
議
が
進

め
ら
れ
、
定
款
の
一
部
変
更
、
一
般
社

団
法
人
へ
の
移
行
に
関
す
る
議
案
な
ど
、

以
下
の
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
三
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
三
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
四
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
四
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
の
辞
任
・
選
任

（
森
谷
会
長
代
行
の
後
任
と
し
て

�
橋
重
夫
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ

�
代
表
取
締
役
社
長
を
副
会
長
に

選
任
）

六
�
定
款
の
一
部
変
更

七
�
理
事
・
監
事
の
選
任

八
�
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
す
る
件

九
�
会
費
規
定
の
一
部
変
更

十
�
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
関
す

る
件

�
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

定
款
（
案
）

�
理
事
・
監
事
候
補
者
名
簿
（
案
）

�
公
益
目
的
支
出
計
画
（
案
）
の
概
要

�
会
費
規
定
の
一
部
変
更

	
常
勤
理
事
報
酬
総
額
の
決
定
及
び
常

勤
理
事
報
酬
規
程
の
新
設

定
時
総
会
終
了
後
、
直
ち
に
第
二
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
西
村
和
義
新
会

長
と
一
四
名
の
副
会
長
を
選
任
す
る
と

と
も
に
、
森
谷
会
長
代
行
の
顧
問
就
任

が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
西
村
新
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
全
役
員
が
登
壇
、
西

村
新
会
長
が
就
任
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
西
村
新
会
長
か
ら
組
織
拡

大
協
力
会
員
と
本
総
会
を
持
っ
て
会
長

代
行
並
び
に
副
会
長
を
退
任
す
る
森
谷

文
昭
氏
に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ

れ
第
一
部
を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
�
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
代
表
取
締
役
社

長
山
下
徹
氏
よ
り
「
貢
献
力
の
経
営
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

山
下
氏
か
ら
は
「『
誰
か
の
役
に
立

ち
た
い
、
そ
し
て
自
分
も
成
長
し
た

い
』
そ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の
貢
献
マ

イ
ン
ド
を
育
て
、
組
織
の
力
に
変
え
て

い
く
」、
新
し
い
経
営


貢
献
力
の
経

営
�
に
つ
い
て
、
自
社
の
事
例
を
踏
ま

え
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１２ 月号

日本経団連 埼玉

一一
般般
社社
団団
法法
人人
へへ
のの

移移
行行
にに
関関
すす
るる
議議
案案
原原
案案
通通
りり
承承
認認

西
村
新
会
長
並
び
に
十
五
名
の
新
任
副
会
長
選
任
さ
れ
る

―
平
成
二
四
年
度
定
時
総
会
・
第
二
回
理
事
会
開
催

特
別
講
演
〜
�
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
山
下
社
長
が

「
貢
献
力
の
経
営
」
と
題
し
て
講
演

６・７
平
成
２４
年
度
定
時
総
会

議
事
を
進
行
す
る
森
谷
会
長
代
行

講
演
す
る
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ

ー
タ
代
表
取
締
役
社
長
山
下
徹
氏

第
２
回
理
事
会
で
議
長
を
務
め
る

藤
池
誠
治
副
会
長

― １ ―
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森森
谷谷
会会
長長
代代
行行
・・
開開
会会
挨挨
拶拶（（
要要
旨旨
））
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西西
村村
新新
会会
長長
・・
就就
任任
挨挨
拶拶（（
要要
旨旨
））

就
任
挨
拶
を
す
る
西
村
和
義
会
長

会
長
代
行
の
森
谷
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の

業
務
ご
多
忙
の
中
、
こ
の
よ
う
に
大
勢

の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に
ご

ざ
い
ま
す
よ
う
に
、公
私
と
も
大
変
ご
多

忙
の
中
、
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産

業
局
長
の
宮
川
正
様
、
埼
玉
労
働
局
長

の
安
藤
よ
し
子
様
、
埼
玉
県
教
育
委
員

会
教
育
長
の
前
島
富
雄
様
、
連
合
埼
玉

会
長
の
小
林
直
哉
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。
皆
様
方
の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
本
日
は
、
こ
の
後
、
平
成
二

三
年
度
の
事
業
の
ご
報
告
と
二
四
年
度

の
事
業
計
画
、定
款
の
一
部
変
更
、一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
に
関
す
る
議
案
な

ど
の
重
要
議
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た

だ
き
、
そ
し
て
総
会
終
了
後
の
理
事
会

で
は
、
新
任
会
長
、
新
任
副
会
長
の
御

選
出
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
二
三
年
度
事
業
の
結
果
、
並

び
に
二
四
年
度
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
三
年
度
は
、
企
業
の
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
高
度
か
つ
広
範
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
課

題
解
決
に
か
か
わ
る
各
種
情
報
提
供
機

能
を
強
化
・
充
実
す
る
観
点
か
ら
、
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
の

事
業
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
二
四
年
度
は
、
会
員
の
皆

様
に
対
す
る
各
種
情
報
提
供
機
能
を
更

に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の

情
報
交
換
機
会
の
強
化
を
図
る
観
点
か

ら
７
つ
の
委
員
会
・
研
究
会
を
新
設
す

る
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
日
は
、
総
会
終
了
後
、

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
の
山
下

社
長
様
に
よ
り
、「
貢
献
力
の
経
営
」

と
題
し
て
、「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
、

そ
し
て
自
分
の
成
長
し
た
い
」
そ
う
し

た
一
人
ひ
と
り
の
貢
献
マ
イ
ン
ド
を
育

て
、
組
織
の
力
に
変
え
て
い
く
と
い
う
、

新
し
い
経
営
�
貢
献
力
の
経
営
�
に
つ

い
て
ご
講
演
が
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
と
も
ご
拝
聴
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

さ
て
、
本
会
は
昨
年
五
月
以
降
、
利

根
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
会
長
不
在
の

状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
状

態
を
打
開
す
べ
き
、
私
、
利
根
特
別
顧

問
を
中
心
に
新
会
長
の
人
選
、
さ
ら
に

は
組
織
基
盤
強
化
の
観
点
か
ら
、
副
会

長
の
増
員
等
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
で
に
一
部
報
道
に
ご

ざ
い
ま
し
た
通
り
、
四
月
一
九
日
の
理

事
会
に
新
役
員
案
を
ご
提
案
・
ご
承
認

を
い
た
だ
き
、
本
日
の
総
会
、
そ
の
後

の
理
事
会
の
審
議
を
経
て
、
正
式
に
決

定
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
本
日
を
持
ち
ま
し
て
、
会
長

代
行
と
と
も
に
副
会
長
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
一
年
間
、
何

と
か
会
長
代
行
の
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
は
、
副
会
長
、
理
事

を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
す
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
本
席
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
本
会

の
運
営
に
も
相
当
の
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ど
う
か
本
日
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー

ト
す
る
西
村
新
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
執
行
部
に
対
し
ま
し
て
、
全
面
的
な

ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
臨
席

の
皆
様
方
の
事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

私
の
会
長
代
行
と
し
て
の
最
後
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

只
今
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
会

長
に
ご
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、
西
村

で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
長
就
任
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
会
長
不
在
に
も
か
か
わ
ら

ず
こ
の
一
年
間
、
会
務
を
リ
ー
ド
し
て

い
た
だ
き
、
本
日
を
持
っ
て
、
会
長
代

行
並
び
に
副
会
長
を
ご
退
任
さ
れ
ま
す

森
谷
会
長
代
行
、
そ
し
て
会
長
退
任
以

降
も
副
会
長
の
大
幅
増
員
な
ど
、
本
会

経
営
基
盤
強
化
の
た
め
に
全
力
で
お
取

組
み
い
た
だ
き
ま
し
た
利
根
特
別
顧
問
、

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
ま
し
た
。

お
二
方
の
お
取
り
組
み
に
対
し
、
衷

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
ご
高
承
の
通
り
、
本
会

は
一
九
四
六
年
六
月
創
立
以
来
、
間
も

な
く
六
六
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
私
は
、
そ
の
第
八
代
目
会
長
に
就

任
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て

本
会
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み
、
本
会
に

寄
せ
ら
れ
る
各
界
か
ら
の
期
待
、
そ
し

て
社
会
的
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
企
業
経
営
を
展
望

い
た
し
ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
伴
う
新
興
国
と
の
競
争
激

化
、
円
高
等
々
、
先
行
き
に
は
極
め
て

厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
環
境
の
中
、
会
長
と
し

て
、
本
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
の
場

に
立
ち
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
、
諸
先

輩
の
方
々
が
築
か
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

本
会
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
し

て
、
今
回
大
幅
に
増
員
さ
れ
た
副
会
長

の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、
本
会
の
理
念

で
あ
る
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
県
、

経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
、
埼
玉
県
、

国
、
大
学
、
経
済
諸
団
体
、
連
合
埼
玉

な
ど
、
各
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

全
力
で
諸
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
利
根
会
長
、
森
谷
会
長
代

行
の
在
任
時
に
倍
し
ま
す
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
事
業
の

今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
会
挨
拶
を
す
る
森
谷
会
長
代
行

― ２ ―
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年年
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総総
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アア
ルル
ババ
ムム
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賓
祝
辞

宮
川
正
経
済
産
業
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関
東
経
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呈

㈱
デ
サ
ン
様

来
賓
祝
辞

安
藤
よ
し
子
埼
玉
労

働
局
長

定
時
総
会
全
景

来
賓
祝
辞

前
島
富
雄
埼
玉
県
教
育

委
員
会
教
育
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
に
感
謝
状
の
贈
呈

東
日
本
電
信
電
話
�

埼
玉
支
店
様

退
任
す
る
森
谷
会
長
代
行
へ
感
謝
状
の
贈
呈

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会

長

― ６ ―



講
演
謝
辞
を
述
べ
る
椎
名
幹
芳
副
会
長

懇
親
会
開
宴
の
挨
拶
を
す
る
藤
池
誠
治
副

会
長

懇
親
会
来
賓
挨
拶

上
田
清
司
埼
玉
県
知

事

懇
親
会
乾
杯
挨
拶

上
井
喜
彦
埼
玉
大
学

学
長

役
員
一
同

懇
談
す
る
参
加
者

閉
宴
の
挨
拶
を
す
る

上
條
正
仁
副
会
長

講
演
会
「
貢
献
力
の
経
営
」

― ７ ―



青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
四
年

度
定
時
総
会
が
五
月
二
十
二
日
�
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、ご
来
賓
に
藤
池

誠
治
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
を
迎

え
三
十
二
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
松
本
伸
一
郎
部
会
長
（
�
松

本
商
会
・
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平

成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
。
続
い
て
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
案
、
同
事
業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
別
表
の

役
員
が
新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
川
本
武
彦
新
部
会
長

（
�
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
は
、「
円
高

や
デ
フ
レ
経
済
の
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
、
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
前
進
す
る

会
に
し
た
い
。
ま
た
、
組
織
拡
大
に
力

を
注
ぎ
、
会
員
増
強
を
図
り
、
企
業
経

営
に
役
立
つ
例
会
や
勉
強
会
を
企
画
す

る
な
ど
、
魅
力
あ
る
部
会
に
し
て
い
き

た
い
と
、
さ
ら
に
二
年
後
の
全
国
大
会

埼
玉
開
催
に
向
け
基
礎
を
固
め
る
べ
く

邁
進
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
そ

し
て
、「
埼
玉
で
の
全
国
大
会
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
も
、
是
非
今
期
の
高
知

で
の
全
国
大
会
に
積
極
的
に
大
勢
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、
テ

ー
マ
を
「
働
き
甲
斐
の
あ
る
会
社
づ
く

り
」
と
題
し
、
三
州
製
菓
�
の
代
表
取

締
役
社
長
で
あ
り
、
埼
玉
県
教
育
委
員

会
委
員
長
の
斉
之
平
伸
一
氏
の
講
演
を

拝
聴
し
た
。

そ
の
豊
富
な
経
験
、経
歴
に
基
づ
い
た

話
は
、今
後
の
企
業
経
営
や
人
材
育
成
に
、

大
変
参
考
と
な
る
ご
講
演
を
頂
い
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
の
部
で
は
、
藤
池
埼
玉
県
経
営
者

協
会
副
会
長
か
ら
部
会
長
を
始
め
新
役

員
へ
の
依
嘱
状
の
授
与
と
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

副
会
長
は
「
青
年
経
営
者
部
会
の
活

動
は
多
く
の
若
手
経
営
者
の
手
本
に
も

な
っ
て
お
り
、多
く
の
会
員
を
集
め
、大

い
に
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、今
後
と
も
、親
会
と
一
致
団
結
し
、

県
産
業
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
活
動
を

展
開
し
て
欲
し
い
」と
挨
拶
さ
れ
た
。続

い
て
、新
特
別
会
員（
松
本
伸
一
郎
・
山

口
浩
人
・
飯
塚
元
一
・
小
林
群
司
・
田

島

裕
・
佐
藤

仁
）
へ
の
記
念
品
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
古
川
元
一

十
代
部
会
長（
川
口
土
木
建
築
工
業
�
・

社
長
）の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、藤
池

親
会
副
会
長
を
囲
み
な
が
ら
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
啓
発
、
情
報

交
換
が
一
層
深
め
ら
れ
て
、
散
会
し
た
。

社団法人埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員選任
平成２４年度定時総会

会社名
会社役職

大野建設�
取締役
�埼玉富士
代表取締役社長
サイエンス�
専務取締役
日本自動車管理�
代表取締役社長
内藤環境管理�
常務取締役
もしもん�
代表取締役社長
�かにや
専務取締役

�松本商会
代表取締役社長

氏 名

おお の てつ や

大野 哲也
つつみ しげる

堤 繁
くわばら たかし

桑原 崇
み はら こう じ

三原 宏治
ないとう たけし

内藤 岳
くりはら し こう

栗原 志功
みずむらしん た ろう

水村真太郎

まつもとしんいちろう

松本伸一郎

部会 役職名

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会計監事

会計監事

顧 問

会社名
会社役職

�サイサン
代表取締役社長
丸和工業�
代表取締役社長
�デサン
代表取締役社長
�真工社
代表取締役社長
友栄塗装�
代表取締役社長
狭山モータースクール�
代表取締役社長
�シーエスサービス
代表取締役社長
カツミテクノ�
専務取締役
�臼田
代表取締役社長

氏 名

かわもと たけひこ

川本 武彦
や べ としひと

矢部 利人
ふじいけ かずのぶ

藤池 一誠
まな ご たけ し

眞子 岳志
ます だ まなぶ

増田 学
まち だ わたる

町田 渉
ぬでしま えい じ

�嶋 英司
さかもと てつろう

坂本 哲朗
うす だ かずひろ

臼田 和弘

部会 役職名

部 会 長

副部会長

副部会長

副部会長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

新
部
会
長
に
川
本
武
彦

サ
イ
サ
ン
社
長

青
年
経
営
者
部
会

定
時
総
会

新
部
会
長
と
し
て
挨
拶
す
る
川
本
武
彦

氏

講
演
す
る
斉
之
平
伸
一
氏

来
賓
挨
拶
を
す
る
藤
池
誠
治
副
会
長

― ８ ―



平
成
二
四
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
途
上
国
化
す
る
日
本
〜
日
本
経
済
再
生
の

条
件
と
は
？
』と
題
し
て

東
京
大
学
教
授

戸
堂
康
之
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
経
営
理
念
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
あ
こ
が
れ
を
信

じ
求
め
る
力
が
企
業
を
動
か
す
』と
題
し
て

東
京
理
科
大
学
教
授

佐
々
木
圭
吾
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
五
月
二
一
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
開
発
経
済
学
、
国
際
経

済
学
等
が
ご
専
門
で
現
在
各
方
面
で
注

目
を
浴
び
て
い
る
東
京
大
学

新
領
域

創
成
科
学
研
究
科
教
授
の
戸
堂
康
之
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
途
上
国

化
す
る
日
本
〜
日
本
経
済
再
生
の
条
件

と
は
？
」
と
題
し
て
開
催
し
、
六
八
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

戸
堂
氏
の
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下

の
通
り
。

◆
日
本
経
済
の
現
状
と
課
題

・
日
本
経
済
は
現
在
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
、
諸
外
国
が
一
九
九
〇
年
〜
二

〇
〇
七
年
の
年
平
均
成
長
率
で
二
〇

二
〇
年
ま
で
成
長
す
る
と
仮
定
す
る

と
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
購
買
力

平
価
ベ
ー
ス
）
で
台
湾
、
韓
国
に
逆

転
さ
れ
る
。

・
長
期
的
な
経
済
成
長
の
源
泉
と
し
て

は
、「
技
術
進
歩
�
知
恵
の
創
造
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」「
産
業
集
積
」
の
三

つ
が
重
要
で
あ
る
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
経
済
成
長

・
日
本
の
企
業
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証

分
析
か
ら
は
、
輸
出
・
海
外
直
接
投

資
に
よ
り
企
業
の
生
産
性
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
国
内
雇
用
を
増
や
す

効
果
も
見
ら
れ
る
。

・
一
方
、
日
本
で
は
生
産
性
が
高
い
の

に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
な
い
企
業

（
臥
龍
企
業
）
が
中
小
企
業
に
多
数

存
在
し
て
い
る
。

・
金
融
支
援
、
情
報
支
援
、
貿
易
保
険

等
リ
ス
ク
支
援
、
開
業
支
援
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
等
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
臥
龍
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
加
速
す
る
。

◆
産
業
集
積
と
経
済
成
長

・
産
業
集
積
は
企
業
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
各

地
に
高
度
な
技
術
を
核
と
し
て
、
特

区
、
規
制
緩
和
等
を
通
じ
、
産
業
集

積
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
今
後
の
戦
略

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
貿
易
促
進
策
、
海
外
進

出
を
目
指
す
中
小
企
業
へ
の
情
報
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
、
特
区
構
想
な

ど
を
利
用
し
た
高
度
な
技
術
を
保
有

す
る
産
業
の
集
積
、
そ
し
て
何
よ
り

も
潜
在
力
を
保
有
す
る
国
内
優
良
企

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
衰
退
途
上
の
日
本
経
済
は
十

分
再
生
可
能
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
五
月
二
八
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
東
京
理
科
大
学
大
学
院

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

技
術
経
営

専
攻
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
教
授

佐
々
木
圭
吾

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
経
営

理
念
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
あ
こ
が
れ

を
信
じ
求
め
る
力
が
企
業
を
動
か
す
」

と
題
し
て
開
催
、
七
二
名
の
方
々
が
参

加
し
た
。

佐
々
木
氏
は
「
ア
シ
ッ
ク
ス
」「
ツ

バ
メ
ッ
ク
ス
」「
エ
ー
ザ
イ
」
の
各
社

の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
経
営
理
念
と

組
織
、
戦
略
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
関

係
等
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
講
演

の
概
要
は
以
下
の
通
り

◆
経
営
理
念
と
は
何
か

・
経
営
理
念
の
今
日
的
定
義
と
し
て
は
、

「
社
会
的
正
義
や
倫
理
的
価
値
を
持

っ
た
従
業
員
の
共
有
（
共
感
）
さ
れ

た
企
業
経
営
の
あ
こ
が
れ
を
表
し
た

言
明
と
定
義
で
き
、
�
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
究
極
の
使
命
）、
�
価
値
（
何
が

正
し
い
か
）、
哲
学
（
存
在
論
・
認

識
論
）、
行
動
規
範
（
何
を
す
べ
き

か
、
し
て
は
い
け
な
い
か
）、
�
ビ

ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）
の
３
つ
を
包
含

し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
経
営
理
念
と
組
織
と
の
関
係
性

・
組
織
の
存
続
と
成
長
の
た
め
に
は
、

貢
献
（
組
織
の
目
的
達
成
に
寄
与
す

る
個
人
の
活
動
）≦

（
誘
因
（
組
織

が
各
個
人
の
動
機
を
満
足
さ
せ
る
た

め
に
提
供
す
る
効
用
）
の
関
係
が
必

要
で
あ
る
。

◆
経
営
理
念
と
戦
略

・
戦
略
と
は
成
功
の
道
筋
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
成
功
し
た
状

態
、
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
そ

の
達
成
の
た
め
に
、
長
期
に
わ
た
っ

て
貫
徹
・
持
続
さ
せ
る
方
針
を
指
す
。

そ
し
て
、
そ
の
戦
略
を
動
か
す
戦
略

的
な
経
営
資
源
が
経
営
理
念
で
あ
る
。

◆
経
営
理
念
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、新
し
い
技
術

や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
事
業
シ
ス

テ
ム
の
発
明
や
開
発
に
よ
り
、人
々

の
生
活
に
変
化
を
も
た
ら
す
価
値
を

創
造
・
実
現
す
る
行
為
で
、そ
の
主
要

な
プ
ロ
セ
ス
が
知
的
労
働
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
知
識
創
造
活
動
。
そ
し

て
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
経
営
理
念
で
あ
る
。

講
演
す
る
東
京
理
科
大
学
大
学
院
教

授
佐
々
木
圭
吾
氏

講
演
す
る
戸
堂
康
之
東
京
大
学
教
授

セ
ミ
ナ
ー
風
景

セ
ミ
ナ
ー
風
景

― ９ ―
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現
下
の
我
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

円
高
の
進
行
、グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
、引

き
続
き
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
。
企
業
の
成

長
・
発
展
を
目
指
し
各
社
で
様
々
な
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら

こ
そ
、
尚
更
、
社
員
の
働
き
が
い
を
高
め
る
の
取

組
み
や
諸
制
度
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
四
年
度
第
一
回

目
の
人
事
労
務
委
員
会
は
六
月
四
日
�
一
三
時
三

〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
内
の
研
修
室

で
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
、
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
開
催
し
、
三
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、ま
ず
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ（G

reat
Place

to
W
ork

）
の
日
本
代
表
和
田
彰
氏
か
ら
、
Ｇ
Ｐ

Ｔ
Ｗ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
説
明
に
続
い
て
、「
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
准

教
授
木
村
琢
磨
氏
か
ら
「�
働
き
が
い
�
の
あ
る

組
織
づ
く
り
〜
�
夢
の
失
わ
れ
た
会
社
�
か
ら
の

脱
却
」
と
題
し
て
、
�
働
き
が
い
と
は
何
か
、
�

働
き
が
い
の
要
素
、
�
公
正
さ
と
働
き
が
い
、
�

職
務
資
源
と
働
き
が
い
、
	
価
値
観
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
二
〇
一
二
年
版
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
入
賞
企
業


明
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
人

事
部
長
植
村
友
一
氏
よ
り
、「
わ
く
わ
く
ル
ン
ル

ン
な
会
社
を
つ
く
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

当
社
の
�
社
員
と
経

営
・
管
理
職
層
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
�
社
員
の
自
己

開
発
へ
の
支
援
、
�

社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
支

援
、
�
楽
し
み
と
連

帯
感
を
促
す
等
の
取

り
組
み
事
例
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
さ

れ
た
三
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
は
、

六
月
一
一
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
三
九

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援
で
定
評
の

高
い
留
学
生
就
職
支
援
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｐ
代
表
の
田

口
芳
弘
氏
よ
り
「
留
学
生
の
就
職
事
情
〜
採
用
と

活
用
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

田
口
氏
か
ら
は
、
ま
ず
、
外
国
人
留
学
生
の
就

職
状
況
、
企
業
の
外
国
人
留
学
生
採
用
動
向
等
の

説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
留
学
生
採
用
に
関
す

る
日
本
企
業
の
不
安
、
留
学
生
の
就
職
活
動
に
お

け
る
問
題
点
、
留
学
生
の
採
用
の
方
法
と
活
用
等

に
関
し
、
具
体
的
で
か
つ
分
か
り
や
す
い
説
明
が

行
わ
れ
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
を
検
討
中
の
企

業
に
と
っ
て
、
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
埼
玉
県
よ
り
「
埼
玉
・
ア
ジ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
等
の

施
策
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
Ｎ
Ａ
Ｐ
・
外
国
人
留
学
生
就
職
支
援
相
談
サ
ー

ビ
ス
活
用
の
ご
依
頼

本
会
会
員
限
定
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
・
外
国
人
留
学
生
就

職
支
援
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

以
下
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
ご
確
認
い
た

だ
き
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□
留
学
生
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

（
無
料
と
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
）

◆
サ
ー
ビ
ス
開
始
日

平
成
二
四
年
六
月

一
一
日
�

◆
外
国
人
留
学
生
採
用
並
び
に
教
育
研
修

支
援
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談（
無
料
）

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
並

び
に
月
例
相
談
会（
大
宮
）へ
の
参
加
、
相
談
希
望

会
社
へ
の
訪
問
（
１
回
の
み
）。
下
記
の
連
絡
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
不
在
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、

極
力
メ
ー
ル
で
の
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―
５
３
３
６
―
６
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
３
３
６
―
６
３
２
５

E-m
ail
kaisha@

nap-net.jp

◆
外
国
人
留
学
生
採
用
に
関
す
る
具
体
的
な
採
用

支
援
（
有
料
）

・
大
学
向
け
広
報
、
留
学
生
向
け
メ
ル
マ
ガ
、
Ｎ

Ａ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
、
採
用
希
望

会
社
の
説
明
会
開
催
、
採
用
に
関
す
る
各
種
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

〈
料
金
〉
採
用
活
動
開
始
時
１０
万
円
（
支
援
期
間

１
年
間
）、
採
用
決
定
時

２０
万
円
（
採
用
１
名

に
つ
き
）

■
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）

・
採
用
後
の
教
育
研

修
・
通
訳
、
翻
訳
、
英

文
契
約
書
の
作
成

『『
働働
きき
がが
いい
のの
ああ
るる
会会
社社
をを
目目
指指
しし
てて
〜〜
講講
演演
・・

事事
例例
発発
表表
・・
パパ
ネネ
ルル
デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン
をを
開開
催催
』』

―
平
成
二
四
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

『『
外外
国国
人人
留留
学学
生生
のの
就就
職職
事事
情情
〜〜
採採
用用
とと
活活
用用
』』にに
つつ
いい
てて

――
留留
学学
生生
就就
職職
支支
援援
ネネ
ッッ
トト
ＮＮ
ＡＡ
ＰＰ
田田
口口
氏氏
がが
講講
演演

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
な
わ
れ
た

事
例
発
表
す
る
�
明
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
人
事
部
長
植
村
友

一
氏

講
演
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
日
本
代
表
和

田
彰
氏

講
演
す
る
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
学
部
准
教
授
木
村
琢
磨
氏

講
演
す
る
Ｎ
Ａ
Ｐ
代
表
田
口
芳

弘
氏

講
演
風
景

―１０―



代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

斉
之
平
伸
一

三

州

製

菓

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

代

表

取
締
役

牛

窪

啓

詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代

表

取
締
役

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

川

本

武

彦

株

式

会

社

サ

イ

サ

ン

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

社

長

望

月

諭

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同
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今や日本は人口減少時代に入り、埼玉県の生産年齢人口は２０３０年までに約５９万人が減少し、老年人口が

約２０９万人と全人口の約３０％になると予測されています。そうした中で、活力ある地域社会を構築するた

めには、一人一人が地域社会の担い手として、その個性と能力を発揮し、助け合える社会を形成すること

が必要です

かつて、第９代米沢藩主上杉鷹山は、「藩政改革の理念」を実践すべく「民の父母としての根本方針は、

自助、共助、公助であり共助の実践としての民には五人組、十人組をつくりお互いを助け合うこと、特に

孤児、孤老、障がい者をこの組織で養うこと」を命じたといわれています。

現在では、子育て、環境、福祉、防犯など、多様な課題を解決するために、市民が自ら立ち上げたNPO

が、県内各地で様々な取組を実施し活躍しています。

埼玉県では、企業及び個人の方からの寄附を主な原資とする埼玉県NPO基金を活用し、「共助の担い

手であるNPO」の活動への助成などを実施しています。

また、寄附をしていただいた方には、所得税や法人税などで税法上の優遇措置を受けることが可能です。

さらに、５０万円以上の「分野希望寄附金」をいただいた場合に、寄附者の方に県が実施する助成事業の「愛

称（ネーミング）」を付けていただくこともできます。これにより、寄附者様の社会貢献活動を支援させ

ていただきます。

是非、皆様の社会貢献活動の一環として「共助の担い手であるNPO」への活動のご支援をお願いいた

します。

埼玉県を「日本一の共助県」に
～共助の担い手であるNPOを応援しています～

―２２―



平成２３年度にネーミング事業による助成を受けてNPO法人が実施した事業を御紹介いたします。

御協力いただきました企業の皆様には、改めてお礼申し上げます。

�キリンビール�埼玉支社 地産地消・食育応援事業

【法人名】特定非営利活動法人さいたま自立就労支援センター

【事業名】果実のジャム化技術習得と障害者の就労支援事業

【事業の紹介】

畑の再活用と障害者等の就労機会の創造に繋げていくため、ジャム

作りの講習会及びイチジクやブルーベリーの摘み取りを実施した。今

後、ジャム生産に向け合理化策や商品開発に参加希望団体と協議し、

障害者等の就労機会の拡大に向けた活動を展開していく予定。

【団体の活動紹介】

９年前から、就労を希望している方々の就労機会の創出を目指し、休耕地の開墾や遊休農地の活用をし

て農作物づくりを実施している。また、社会的弱者等への就労機会づくりに向けた支援活動を行っている。

��さいたま住宅検査センターまちづくり振興事業
【法人名】特定非営利活動法人西輿連

【事業名】「伝統文化こどもみこし教室」実施とその活動強化事業

【事業の紹介】

毎年実施している地域と PTA・学校などとの協働事業「伝統文

化こどもみこし教室」について広く理解を得るために、指導者の育

成や技術を研究するためにビデオを作成した。また、約３００名の小

中学生がそろいの白い「祭り足袋」をはいてみこしを学習・体験し、

地域の祭りに参加するきっかけをつかんだ。

【団体の活動紹介】

日本の伝統文化として「みこし」を維持・普及させ、地域行事である「祭り」を通して世代を超えた交

流を実現し、子どもたちの郷土愛を育み、地域の連帯意識を高めることを目的として活動している。

�埼玉県電気工事工業組合 災害救援支援事業

【法人名】特定非営利活動法人文化遺産保存のための映像記

録協会

【事業名】乗り越えよう３・１１ 笑顔！宅配便

【事業の紹介】

「笑顔！宅配便」は、東日本大震災で加須市の旧騎西高校

に避難されている方に「笑い」による活力を生み出すため、

プロの噺家による落語会を実施した。全３回の高座を設け、全住民５００名のうち、延べ２００人ほどが参加し、

桂幸丸氏、春風亭柳橋氏、三遊亭亜郎氏などが名演により、笑いと活力を提供した。

【団体の活動紹介】

文化遺産を映像保存し、文化遺産に関心を持つことで、日本をもっとよく知ろう、という啓発活動を実

施している。

平平成成２２３３年年度度 NNPPOO 活活動動ササポポーートト事事業業（（ネネーーミミンンググ事事業業））
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本
会
が
実
施
団
体
と
し
て
推
進
し
て

い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
情

報
交
換
会
を
五
月
三
十
日
�
午
後
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
地
下
展
示
場
に
て

開
催
し
た
。
当
日
は
、
受
入
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
ま
た
は
受
入
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
企
業
・
団
体
か
ら

二
三
先
・
二
六
名
、
送
出
し
側
の
県
内

お
よ
び
首
都
圏
の
大
学
関
係
者
か
ら
は

三
五
大
学
・
四
五
名
、
こ
の
事
業
を
所

管
す
る
県
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
、

事
務
局
の
本
会
も
含
め
約
八
十
名
が
参

加
し
た
。

開
会
後
、
新
井
勝
己
埼
玉
県
産
業
労

働
部
就
業
支
援
課
課
長
が
、「
大
学
生

の
就
職
内
定
率
は
昨
年
よ
り
は
若
干
上

向
き
つ
つ
も
依
然
厳
し
い
状
況
は
続
い

て
い
る
。
県
で
は
若
年
者
の
就
業
支
援

に
は
特
に
注
力
し
て
お
り
、
ヤ
ン
グ
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事
業
、
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
各
種
事
業
、
合
同
面
接
会
、

そ
し
て
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
も
学
生
の
職
業
観
を
養
い
、
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
上
で
も
有
効

な
手
段
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
県
が

行
う
様
々
な
雇
用
支
援
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。
引
き
続
き
、

宮
田
信
久
本
会
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

務
局
統
括
が
、「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
案
内
と
昨
年
度

ま
で
の
実
施
状
況
を
説
明
、
特
に
�
公

務
や
金
融
関
係
、
大
企
業
な
ど
へ
の
応

募
の
集
中
傾
向
、
�
製
造
業
や
建
設
業

な
ど
の
中
小
企
業
を
中
心
に
、
せ
っ
か

く
受
入
登
録
し
て
も
応
募
が
全
く
無
い

未
応
募
先
が
登
録
数
の
約
半
数
あ
る
実

態
な
ど
を
説
明
し
、「
よ
り
多
く
の
学

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
習
で
き

る
よ
う
、
大
学
関
係
者
の
方
に
も
埼
玉

の
優
良
な
中
小
企
業
を
学
生
に
周
知
し
、

実
習
先
候
補
と
し
て
目
を
向
け
る
よ
う

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
中
小

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
向
上
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
記
入
方
法
や
人
事
担
当
が
見

る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

続
い
て
、
鈴
木
庸
介
サ
ン
ケ
ン
電
気

�
総
務
人
事
統
括
部
人
事
グ
ル
ー
プ
担

当
が
、「
当
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
例
ご
紹
介
」
と
題
し
、
サ
ン
ケ
ン
電

気
が
実
施
し
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
概
要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
実
習
状
況
、
学
生
や
受
入
職

場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
説
明

し
た
。
サ
ン
ケ
ン
電
気
で
は
、
八
月
中

旬
か
ら
九
月
中
旬
の
間
の
二
週
間
、
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
公
募
も
含
め
毎
年
十

名
以
上
の
学
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
県

が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

海
外
事
業
場
や
海
外
現
地

法
人
で
日
本
の
学
生
を
受

け
入
れ
る
「
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
も
協
力

し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
今

後
に
向
け
て
の
検
討
・
課

題
と
し
て
、
�
参
加
意
欲

の
高
い
学
生
を
ど
の
よ
う

に
見
極
め
イ
ン
タ
ー
ン
実

習
で
き
る
か
。「
毎
年
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
態
度

や
言
葉
使
い
な
ど
が
悪
い
学
生
も
見
受

け
ら
れ
る
」、
�
理
系
女
性
に
は
引
き

続
い
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
、「
社
の
方
針
と
し
て
女
性
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」、
�
受
入
職
場
の
負
荷
を

軽
減
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
、
�
既
存
の
手
法
に
と
ら
わ
れ

な
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
検
討
、
の

四
項
目
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
受
入

職
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、「
実

習
に
対
し
前
向
き
な
態
度
で
、
即
戦
力

と
な
り
得
る
学
生
が
い
る
反
面
、
最
近

の
特
徴
と
し
て
、
大
人
し
く
、
協
調
性

は
有
る
も
の
の
独
創
性
に
欠
け
る
学
生

も
見
受
け
ら
れ
る
。
実
習
態
度
だ
け
み

て
も
学
生
の
レ
ベ
ル
差
が
感
じ
ら
れ

る
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
約
一
時
間

に
わ
た
り
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
は
、
単
な
る
名
刺
交
換
会
で
は

な
く
、
受
入
先
側
と
大
学
側
が
マ
ッ
チ

ン
グ
率
の
向
上
や
、
よ
り
質
の
高
い
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け
て
今

年
度
の
状
況
や
今
後
の
見
通
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
留
意
事
項
や
要
望
事
項
な
ど
を

忌
憚
な
く
話
し
合
う
こ
と
が
目
的
で
、

会
場
で
は
積
極
的
に
か
つ
熱
心
に
情
報

交
換
す
る
姿
が
見
て
と
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
七
月
中
旬
か

ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
の
夏
季
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
が
中
心
と
な
る
が
、

夏
休
み
後
半
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
に
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
先
登
録
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い

事
業
内
容
や
実
施
方
法
な
ど
は
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
大

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」

で
検
索
す
る
か
、
ま
た
は
、http

://w
w
w
.saitam

a-internship.jp

を
直
接
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
情

報
交
換
会

参
加
大
学
、
受

入
先

（
五
十
音
順
）

◇
大
学
◇

足
利
工
業
大
学
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

浦
和
大
学
、
群
馬
大
学
、
駒
澤
大
学
、

埼
玉
学
園
大
学
、
埼
玉
県
立
大
学
、
埼

玉
工
業
大
学
、
産
業
技
術
大
学
院
大
学
、

芝
浦
工
業
大
学
、
十
文
字
学
園
女
子
大

学
、
秀
明
大
学
、
淑
徳
大
学
、
城
西
大

学
、
尚
美
学
園
大
学
、
聖
学
院
大
学
、

成
蹊
大
学
、
成
城
大
学
、
聖
徳
大
学
、

大
東
文
化
大
学
、
帝
京
大
学
、
東
京
経

済
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
東
洋
学
園

大
学
、
東
洋
大
学
、
獨
協
大
学
、
日
本

工
業
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
日
本
大

学
、
日
本
薬
科
大
学
、
文
教
大
学
、
法

政
大
学
、
目
白
大
学
、
山
村
学
園
短
期

大
学
、
立
正
大
学

◇
受
入
先
◇

ア
ズ
企
画
設
計
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
、
ウ

ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
、

ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
岡
部
新
電
元
、
関

東
食
糧
、
建
材
試
験
セ
ン
タ
ー
、
鴻
巣

市
役
所
、
五
大
工
業
、
サ
イ
サ
ン
、
県

就
業
支
援
課
、
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、
サ

ン
ケ
ン
電
気
、
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
、
Ｓ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
、

デ
サ
ン
、
東
彩
ガ
ス
、
戸
田
中
央
医
科

グ
ル
ー
プ
、
隼
人
会
ま
き
ば
園
、
武
蔵

野
銀
行
、
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク

平平
成成
二二
四四
年年
度度

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
ガガ
イイ
ダダ

ンン
スス
・・
情情
報報
交交
換換
会会
をを
開開
催催

新
井
勝
己
埼
玉
県
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
課
長

サ
ン
ケ
ン
電
気
�
総
務
人
事
統

括
部
人
事
グ
ル
ー
プ

鈴
木
庸
介
氏

情
報
交
換
会
の
様
子

―２４―
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本会が平成２４年５月３１日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉・回答状況は、集計可能な２５社の単純
平均（表１）で、回答額４，７１８円、率では１．７０％となっている。これは昨年同企業の妥結実績（４，８６４円、１．７６％）
と比べて、金額で１４６円、率では０．０７％のマイナスとなっている。
従業員規模別にみると、従業員１，０００人以上の大手企業１０社の平均は、金額で５，４１９円、率では１．８０％となって

おり、昨年の実績（５，３３７円、１．７９％）と比べて、金額で８２円、率で０．０１％のプラスとなっている。
また、従業員１，０００人未満の１５社では、額で４，２５２円、率で１．６２％となっており、昨年の実績（４，４６９円、１．７０

％）と比べて、金額で２１７円、率では０．０８％のマイナスとなっている。
一方、各調査機関の集計結果（表２）では、日本経団連大手７１社の単純平均は５，２２９円、１．７１％で昨年比、金

額では９円のマイナスとなった。また、日本経団連・中小２６３社の単純平均は３，６８２円、１．４９％で昨年比、ほぼ横
ばいで、金額で４円、率では０．０２％のプラスとなっている。
また、単純比較はできないが、県産業労働部調査１４０社の加重平均では、金額は４，３４４円、率は１．４９％と昨年比、

金額で４５円マイナス、率は同率となっている。

（表１）＜県内事業所＞（単純平均） ―５月３１日現在集計・本会調べ―

平成２３年

妥結額

率

１．７０

１．５３

１．６２

２．７９

１．７９

１．７６

１．８０

１．６９

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１１０社。
�５月３１日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業３１社の内、金額集計可能な企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は集計した企業の昨年妥結額。

金額

４，４６９

３，８７８

４，３７５

７，０００

５，３３７

４，８６４

４，９６８

４，６９１

平成２４年

回答・妥結額

率

１．６２

１．５２

１．５１

２．０８

１．８０

１．７０

１．７４

１．５３

金額

４，２５２

３，８３９

４，０６７

５，２１９

５，４１９

４，７１８

４，８１０

４，２３７

勤続

１４．１

１２．３

１４．１

１５．７

１７．０

１５．２

１５．８

１２．５

年齢

３７．１

３４．８

３７．６

３８．２

３９．１

３７．９

３８．６

３４．７

所定内賃金

２６２，３９３

２５３，０９０

２６９，３５７

２５０，８０４

３０１，１７２

２７６，９３５

２７６，９４８

２７６，８７０

社数

１５

３

９

３

１０

２５

２１

４

区分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

総 平 均

製 造 業 平 均

非製造業平均

（表２）＜調査機関別賃金妥結状況＞
平成２３年（２０１１年）

率（％）

１．８２

１．７５

１．６７

１．４７

１．４９

１．７６

１．７０

（注）�日本経団連大手は主要２１業種・大手２４５社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７４１社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。

妥結額

５，８１４

５，２３８

４，４２２

３，６７８

４，３８９

４，８６４

４，４６９

平成２４年（２０１２年）

率（％）

１．８４

１．７１

１．５４

１．４９

１．４９

１．７０

１．６２

回答・妥結額

５，８５８（＋４４）

５，２２９（－ ９）

３，８６９（－５５３）

３，６８２（＋ ４）

４，３４４（－４５）

４，７１８（－１４６）

４，２５２（－２１７）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

社 数

７１

２６３

１４０

２５

１５

集計月日

５月１７日

５月３１日

５月１８日

５月３１日

調 査 機 関

大 手 企 業

中 小 企 業

総 平 均

総 平 均

１０００人未満計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平成成２２４４年年春春季季労労使使交交渉渉・・回回答答状状況況
�埼玉県経営者協会

（ ）内は対２０１１年

―２５―




































































�調査対象 ……………………………６０１社

有効回答数 ………………………２０９社

回収率……………………………３４．８％

�業種内訳 �内製造業 ……………１０７社

�内非製造業 …………１０２社

�資本金別
�５０００万円以下………………………８９社
�５０００万円超～１億円以下…………５５社
�１億円超～３億円以下……………２３社
�３億円超……………………………４２社

企業経営動向調査（１２年４月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�業界の景気の最近のDI は、製造業が
１８ポイント、非製造業は２１ポイントの
大幅な改善となっている。

�先行きは、製造業が２５ポイントと大幅
改善するものの、非製造業は４ポイン
トの改善にとどまり、DI の水準は－
２１となっている。

１２年４月調査

－５

－７

－３

－１２

－４

－２１

１２年１月調査

－２４

－２５

－２４

－２２

－２９

－２５

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら大きく改善し、製造業は３３ポイント、
非製造業は３９ポイント、全体では３５ポ
イントの改善となっている。

�先行きも、前回調査からは大きく改善
傾向にあり、製造業は１６ポイント、非
製造業は２２ポイント改善するが、マイ
ナス傾向は継続している。

１２年４月調査

＋５

＋１

＋１０

－６

－９

－３

１２年１調査

－３０

－３２

－２９

－２５

－２５

－２５

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

―２６―



�－１．経営動向（売上高）

�１２／１－３月期の売上高DI は、プラスの状
況が続いているが、前期比でみると製造業は
１１ポイント悪化している。一方、非製造業は
対前期比４ポイントの改善となっている。

�１２／４－６月期は、製造業、非製造業とも大
幅な悪化となり、マイナスに転じている。

�その後の１２／７－９月期は、製造業、非製造
業とも大幅に改善し、再びプラスに転じる見
通しとなっている。

見 通 し

１２／７－９

＋１８

＋２１

＋１５

１２／４－６

（－６）
－４

（－１７）
－８

（＋３）
－１

実 績

１２／１－３

（－６）
＋１２

（－１１）
＋６

（－２）
＋１８

１１／１０－１２

＋１５

＋１７

＋１４

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�１２／１－３月期の経常利益DI は、製造業は
対前期比で３ポイント悪化するものの、１２／
１月調査時の見通しからは大幅な改善傾向と
なっている。

�１２／４－６月期の見通しについては、製造業、
非製造業とも悪化し、全社ベースでも減益に
転じている。

�１２／７－９月期については、大幅に改善する
見通しとなっており、特に製造業は４－６月
期に比べ、２２ポイントの大幅な改善となって
いる。

（注）１２／１－３月期、１２／４－６月期の上段の（ ）内の数値は１２年１月調査時の見通し

見 通 し

１２／７－９

＋９

＋１２

＋５

１２／４－６

（－９）
－７

（－１８）
－１０

（－１）
－４

実 績

１２／１－３

（－１１）
＋３

（－２６）
－２

（＋５）
＋８

１１／１０－１２

＋５

＋１

＋９

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�自社の業況については、前回のマイナ
ス水準からプラス水準となり、特に非
製造業は１４ポイント改善している。

�先行きについては、さらに大幅な改善
傾向となり、製造業は前回調査から１８
ポイント改善、非製造業も６ポイント
の改善となり、プラスに転じる見通し
となっている。

１２年４月調査

＋５

±０

＋１０

＋４

＋７

＋２

１２年１月調査

－４

－５

－４

－７

－１１

－４

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

―２７―



�最近の雇用人員DI は、製造業は若干
過剰感が増し、非製造業は若干不足感
が増している。全社ベースではほぼ横
ばいとなっている。

�先行きについては、製造業は前回調査
の＋１２→＋５と過剰感が減少し、非製
造業は前回調査の－１９→－１５と不足感
が減少している。全社ベースではほぼ
横ばいとなっているが、製造業の過剰
傾向、非製造業の不足傾向は継続して
いる。

１２年４月調査

±０

＋７

－７

－５

＋５

－１５

１２年１月調査

－１

＋４

－５

－４

＋１２

－１９

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の設備DI は、前回調査からほぼ
横ばいとなっている。

�先行きのDI は、製造業が前回調査の
＋１０から－４と過剰感が解消し不足に
転じるも、非製造業は前回調査の－１１
から＋２となり、過剰感が高まる傾向
にある。

１２年４月調査

＋２

＋１

＋３

－１

－４

＋２

１２年１月調査

＋２

＋２

＋３

－１

＋１０

－１１

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準のDI は、前回調査か
らほぼ横ばいとなっているが、特に製
造業では＋１８と引き続き在庫は過大傾
向となっている。

�先行きのDI では、非製造業が前回調
査からは６ポイントの過大となり、全
社ベースでも若干ではあるが過大傾向
が強まっている。

１２年４月調査

＋１０

＋１８

＋２

＋７

＋８

＋５

１２年１月調査

＋１２

＋２０

＋３

＋４

＋８

－１

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．その他

―２８―



� 最近の資金繰りDI については、前回
調査比で製造業は８ポイント、非製造
業は１０ポイント改善し、全社ベースで
も９ポイント改善しており、資金繰り
は楽だと判断している。

� 先行きのDI は、製造業が前回調査の
－１１から＋８と大幅に改善、非製造業
も８ポイント改善、全社ベースでもプ
ラスに転じており、資金繰りの厳しさ
は和らいでいる。

１２年４月調査

＋１０

＋９

＋１１

＋８

＋８

＋９

１２年１月調査

＋１

＋１

＋１

－５

－１１

＋１

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

� 最近の販売価格DI は、非製造業は前
回調査からは９ポイント価格下落傾向
は弱まっているが、製造業は２ポイン
ト下落傾向が強まり、依然として下落
傾向は続いている。

� 先行きのDI は、前回調査からほぼ横
ばいとなっているが、依然として下落
傾向が続く見通しとなっている。

１２年４月調査

－１５

－１９

－１０

－１９

－２２

－１５

１２年１月調査

－１８

－１７

－１９

－１９

－２２

－１６

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

� 最近の仕入価格DI については、製造
業は５ポイント下落、非製造業は５ポ
イント上昇しており、全社ベースでは
横ばいとなっている。

� 先行きのDI でも製造業は下落傾向、
非製造業は上昇となっている。全社ベ
ースでは上昇する割合は弱まっている
ものの、依然として仕入価格は高い水
準にある。

１２年４月調査

＋１７

＋１７

＋１６

＋１９

＋１９

＋１９

１１年１月調査

＋１７

＋２２

＋１１

＋２２

＋２６

＋１７

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―２９―
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企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１２年４月および先行き ※値表示は全社のDI

―３０―
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特別調査２「新卒採用動向およびインターンシップ受入に関する調査」

１．平成２４年度（平成２４年４月採用）の新卒者採用の有無及び平成２５年度（平成２５年度４月採用）計画について

� 平成２４年４月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体２０９（内製造業１０７、内非製造業１０２）

� �で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

� すべての回答先に…平成２４年４月採用実績は平成２３年４月採用実績に比べどうなりましたか。

―３２―
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� すべての回答先に…平成２５年４月の採用予定は平成２４年度採用実績に比べどのようになりますか。

� すべての回答先に…平成２５年４月の新卒採用予定（求人計画）はありますか。

� �の質問であると回答した先に…平成２５年４月新卒採用予定の学歴は（複数回答可）。

―３３―
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� 平成２５年度４月の新卒採用は何名程度を予定（計画）してますか。 回答数：全体１４２先

２．大学生インターンシップの受入について

� 大学生インターンシップを実施していますか。（受入していますか）

内非製造業

９９

２３．２％

６１．６％

１３．１％

２．０％

２３

６１

１３

２

内製造業

１０７

３２．７％

５９．８％

６．５％

０．９％

３５

６４

７

１

全体

２０６

２８．２％

６０．７％

９．７％

１．５％

５８

１２５

２０

３

回答項目／業種

回答数

１．実施している

２．実施していない

３．受入は可能だが実績はない

４．受入は可能だが実施方法がわからない

内非製造業

１０１

２３．８％

３５．６％

４０．６％

２４

３６

４１

内製造業

１０５

３６．２％

３２．４％

３１．４％

３８

３４

３３

全体

２０６

３０．１％

３４．０％

３５．９％

６２

７０

７４

回答項目／業種

回答数

１．行う

２．行わない

３．未定

� 大学生インターンシップの受入を今後、（今後も）行いますか。

―３４―



����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

第
十
一
回
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
六
月
六
日
�
武
蔵
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
十

六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
や
初
参
加
の
方
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
台
風
三
号
の
接
近
も
あ
り
、

暴
風
雨
も
懸
念
さ
れ
た
が
、
小
雨
模
様

か
ら
曇
り
、
午
後
に
は
時
折
日
も
差
す

よ
う
な
ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
中
、
ア
ウ

ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
日
頃

の
腕
前
を
競
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
取
り
き
り
戦
と
な
っ
た
会

長
杯
は
ア
ウ
ト
四
六
、
イ
ン
四
三
、
グ

ロ
ス
八
九
、
ハ
ン
デ
一
五
・
六
、
ネ
ッ

ト
七
三
・
四
で
藤
倉
孝
治
氏
（
幸
手
都

市
ガ
ス
会
長
）
が
獲
得
、
シ
ニ
ア
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
も
含
め
三
部
門
の
優
勝

を
独
占
し
、
ベ
ス
グ
ロ
も
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
ネ
ッ
ト
七
四
・
〇
で
佐
藤
正

雄
氏
（
日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
会
長
）
が

シ
ニ
ア
準
優
勝
と
と
も
に
受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
同
競
技
委
員
長
よ
り
、

会
長
杯
、
準
優
勝
杯
、
シ
ニ
ア
優
勝
杯

な
ど
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
や
新
規
参
加
の
方
の
ス

ピ
ー
チ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
情
報
交

換
な
ら
び
に
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
か
ら
は
新
た
に
「
西
村

会
長
杯
争
奪
戦
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
次
回
は
、
十
一
月
九
日
�
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
で
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

藤藤
倉倉
孝孝
治治
氏氏
がが
ベベ
スス
ググ
ロロ
優優
勝勝

第
十
一
回

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第１１回会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２４年６月６日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４６ ４３ ８９ １５．６ ７３．４

準優勝 佐藤 正雄 日本オイルポンプ 会 長 ５３ ４５ ９８ ２４．０ ７４．０

３ 位 佐藤 誠 あすかビルサービス 社 長 ４４ ４７ ９１ １６．８ ７４．２

４ 位 川上 博史 野火止製作所 顧 問 ４９ ５２ １０１ ２６．４ ７４．６

５ 位 松浦 広展 五 大 工 業 社 長 ４２ ４７ ８９ １４．４ ７４．６

ベスグロ 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４６ ４３ ８９ ― ―

２．シニアの部

優 勝 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４６ ４３ ８９ １５．６ ７３．４

準優勝 佐藤 正雄 日本オイルポンプ 会 長 ５３ ４５ ９８ ２４．０ ７４．０

３．グランドシニア

優 勝 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４６ ４３ ８９ １５．６ ７３．４

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真

会
長
杯
、
シ
ニ
ア
準
優
勝
の
佐
藤
正
雄

日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
会
長

会
長
杯
、
シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

優
勝
の
藤
倉
孝
治
幸
手
都
市
ガ
ス
会
長

プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
・
懇
談
会

―３５―





夏
の
節
電
に
御
協
力
を

若
手
社
員
の
海
外
研
修
を

支
援
し
ま
す
！

「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

「
女
性
経
営
者
支
援
資
金
」

の
創
設

「
狭
山
茶
」
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

今
年
の
夏
、
東
京
電
力
管
内
の
電
力
供
給

に
は
余
力
が
あ
る
見
通
し
で
す
。
し
か
し
、

火
力
発
電
所
の
停
止
な
ど
不
測
の
事
態
に
備

え
無
理
の
な
い
範
囲
で
引
き
続
き
節
電
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。

現
在
、
原
子
力
発
電
の
停
止
に
よ
る
発
電

量
の
減
少
分
を
火
力
発
電
所
の
再
稼
働
な
ど

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
火
力
発
電
は
地
球
温
暖

化
に
つ
な
が
る
二
酸
化
炭
素
を
よ
り
多
く
排

出
し
ま
す
。そ
の
た
め
、使
用
電
力
量
自
体
を

減
ら
し
、
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、電
気
料
金
の
値
上
げ
に
対

し
て
も
、節
電
に
よ
り
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
節
電
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://setsuden.go.jp/jigyo/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

県
で
は
、
県
内
企
業
に
お
け
る
海
外
展
開

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

「
中
小
企
業
若
手
社
員
海
外
研
修
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内

の
中
小
企
業
に
対
し
、
若
手
社
員
を
海
外
に

派
遣
し
て
行
う
研
修
費
用
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
対
象
事
業

３９
歳
以
下
の
社
員
を
海
外
の

企
業
・
大
学
等
に
派
遣
し
て
行
う
１
か
月

〜
６
か
月
程
度
の
研
修

�
補
助
率

対
象
経
費
（
渡
航
費
、
滞
在
費
、

研
修
費
な
ど
）
の
１
／
２
以
内
（
上
限
額

�
五
〇
万
円
）

�
応
募
期
限

平
成
２４
年
１２
月
２８
日
�
（
２０

社
に
達
し
次
第
終
了
）

�
詳
細
は
次
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
haken.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

県
で
は
、
女
性
が
働
き
手
や
消
費
の
担
い

手
と
な
っ
て
経
済
社
会
を
活
性
化
す
る
「
埼

玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
は
、
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
組
と
し
て
、
�

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
の
認
定
、
�
短
時

間
勤
務
制
度
普
及
の
た
め
の
企
業
訪
問
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

１

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
認
定
制
度

平
成
２４
年
６
月
１
日
か
ら
、
短
時
間
勤
務

制
度
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
多
様
な
働

き
方
を
実
践
し
て
い
る
企
業
、
病
院
、
福
祉

施
設
な
ど
す
べ
て
の
法
人
等
の
認
定
申
請
受

付
を
始
め
ま
し
た
。
皆
様
の
申
請
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
認
定
基
準
）

�
女
性
が
多
様
な
働
き
方
を
選
べ
る

�
法
定
義
務
を
上
回
る
短
時
間
勤
務
制
度
が

職
場
に
定
着
し
て
い
る

�
出
産
し
た
女
性
が
現
に
働
き
続
け
て
い
る

�
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い
る

	
男
性
社
員
の
子
育
て
支
援
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る



取
り
組
み
姿
勢
（
経
営
方
針
等
）
を
明
確

に
し
て
い
る

（
認
定
区
分
）

�
プ
ラ
チ
ナ
�
認
定
基
準
全
て
に
該
当

�
ゴ
ー
ル
ド
�
認
定
基
準
の
う
ち
４
項
目
以

上
に
該
当

�
シ
ル
バ
ー
�
認
定
基
準
の
う
ち
２
項
目
以

上
に
該
当

（
特
典
例
）

�
県
制
度
融
資
「
産
業
創
造
資
金
の
利
用
」

（
別
途
審
査
あ
り
）

�
県
が
大
学
や
求
職
者
に
「
働
き
や
す
い
会

社
」
と
し
て
紹
介

２

短
時
間
勤
務
制
度
普
及
活
動

県
で
は
、
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
率
向

上
と
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
普
及
活
動
員

に
よ
る
企
業
訪
問
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

短
時
間
勤
務
制
度
は
、
平
成
２４
年
７
月
１

日
よ
り
、
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
全
面

施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
適
用
が
猶
予
さ
れ
て

い
た
従
業
員
数
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に

も
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
、
県
が
行
っ
た
企
業
へ
の
訪
問
調

査
（
６
０
０
社
）
に
よ
る
と
、
本
制
度
を
導

入
済
み
の
企
業
は
７７
％
で
し
た
。
制
度
を
導

入
し
た
企
業
で
は
、「
子
育
て
期
の
女
性
の

退
職
率
の
低
下
」
や
「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
」
等
の
効
果
が
あ
っ
た
と
の
回

答
が
得
ら
れ
、
離
職
防
止
や
優
秀
な
人
材
確

保
と
い
っ
た
経
営
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
制
度
の
導
入
と
利
用
促
進
に

向
け
て
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
企
業
訪
問
は
、
業
務
委
託
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

受
託
者
�
ア
デ
コ
株
式
会
社
大
宮
支
社
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
―
１０

―
１６
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

県
で
は
、
起
業
や
事
業
規
模
の
拡
大
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
女
性
を
金
融
面
で
支
援

す
る
た
め
、
二
つ
の
貸
付
制
度
か
ら
成
る
女

性
経
営
者
支
援
資
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

１

女
性
起
業
家
支
援
貸
付

【
特
徴
】
開
業
時
の
申
込
み
に
当
た
り
一
定

の
自
己
資
金
の
準
備
を
必
要
と
す
る
条
件
を

大
幅
に
緩
和
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
具
体
的
な
計
画
を
持
ち
新
た
に

事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
女
性
の
方
（
創

業
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
女
性
の
方

も
対
象
で
す
。）

【
限
度
額
】
設
備
・
運
転
一
千
万
円

【
融
資
期
間
】
設
備
一
〇
年
以
内
、
運
転
七

年
以
内

【
融
資
利
率
】
年
一
・
二
％
以
内

【
保
証
料
率
】
年
〇
・
九
％
以
内

２

女
性
経
営
者
支
援
貸
付

【
特
徴
】
事
業
資
金
・
一
般
貸
付
と
比
べ
て

〇
・
六
％
低
利
で
す
。

【
対
象
者
】
積
極
的
な
経
営
（
事
業
規
模
の

拡
大
や
新
分
野
へ
の
進
出
な
ど
）
を
目
指
す

女
性
経
営
者

【
限
度
額
】
設
備
・
運
転
五
千
万
円

【
融
資
期
間
】
設
備
一
〇
年
以
内
、
運
転
七

年
以
内

【
融
資
利
率
】
年
一
・
三
％
以
内

【
保
証
料
率
】
年
〇
・
四
五
〜
一
・
九
％
以

内※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
金
融
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

狭
山
茶
は
、「
コ
ク
、
旨
み
」
が
特
徴
で

「
味
の
狭
山
茶
」
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
は
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
狭

山
茶
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
の
新
茶
は
、
産
地
や
関
係
団
体
と
と

も
に
、
生
産
・
加
工
・
流
通
段
階
で
、
徹
底

し
た
安
全
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
手
元
に
届
く
も
の
は
、
す
べ
て

安
心
し
て
お
飲
み
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、「
狭
山
茶
」
の
深
い
味
わ
い
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
生
産
振
興
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
１
４
６
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

演
出
家

蜷
川
幸
雄

―３７―
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報
告
１

弁
護
士
・
緒
方
彰
人
氏

「
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
競
争
力
強

化
を
図
り
、
わ
が
国
の
成
長
に

つ
な
げ
る
」
を
取
り
ま
と
め

―
早
急
に
講
じ
る
べ
き
方
策
を

提
示

経
団
連
（
米
倉
弘
昌

会
長
）
は
６
月
１４
日
、
提
言

「
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
競
争
力

強
化
を
図
り
、
わ
が
国
の
成

長
に
つ
な
げ
る
」
を
取
り
ま

と
め
た
。

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
へ
の

イ
ン
フ
ラ
輸
出
は
相
手
国
の
成
長
基
盤
を

強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
成
長

に
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
成
長

戦
略
の
主
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
近
年
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

む
日
本
企
業
グ
ル
ー
プ
が
国
際
受
注
競
争

で
敗
退
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
際
競
争
力
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
大
型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
は
、
膨
大
な
資
金
と
そ
れ
に
伴
う
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
た
め
、
官
と
民
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
関
係
閣
僚
が
一
堂

に
会
し
、
民
間
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
海
外
展

開
関
係
大
臣
会
合
」
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
新
し
く
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
今
年
４
月
に
は

国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
単
独
で

再
発
足
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
確
実
に
イ
ン
フ

ラ
輸
出
の
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
各
段
階
に
お
い
て
、
制

度
を
改
善
し
、
必
要
と
さ
れ
る
方
策
を
早

急
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

提
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

■
イ
ン
フ
ラ
案
件
の
発
掘
と
形
成
の
推
進

企
業
が
競
争
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
案
件

を
組
成
・
遂
行
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
間

の
連
携
強
化
、
適
切
な
支
援
措
置
と
十
分

な
情
報
提
供
、
若
手
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

育
成
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
の
実
施
可
能
性
調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
の
枠

組
み
強
化
、
現
地
Ｏ
Ｄ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
で
の
民
間
人
材
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

■
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
保
証
の
充
実

機
動
性
を
向
上
さ
せ
た
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
積

極
的
な
活
用
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
投
融
資

の
早
期
本
格
実
施
を
求
め
る
。
円
借
款
に

つ
い
て
は
、
対
象
国
の
拡
大
と
年
次
供
与

額
の
弾
力
化
、
手
続
き
の
迅
速
化
、
現
地

通
貨
建
て
や
ド
ル
建
て
借
款
の
導
入
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

■
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
取
り
組
み
の
強
化

国
益
上
重
要
な
案
件
に
対
し
て
は
、
政

府
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
わ
が

国
企
業
に
大
幅
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
わ
が
国
の
交

渉
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
リ
ス
ク
配
分
の
指
針
を
つ
く
る
べ
き
で

あ
る
。

■
国
際
標
準
化
戦
略
の
推
進

市
場
に
お
け
る
わ
が
国
企
業
の
活
躍
に

よ
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
事
実

上
の
標
準
）
の
確
保
と
、
政
府
間
交
渉
に

お
け
る
交
渉
力
強
化
や
長
期
戦
略
に
基
づ

く
技
術
者
の
育
成
支
援
な
ど
の
多
角
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
わ
が
国
主
導
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
確
立
・
展
開
す
べ
き
で

あ
る
。

■
相
手
国
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
法
制
、
入
札

制
度
の
整
備
等

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
各
国
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
制
度
の
情

報
集
約
を
行
い
、
相
手
国
に
お
け
る
法
制

度
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
海
外
に

お
け
る
わ
が
国
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
の
競
争
力
強

化
の
た
め
に
、
国
内
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
。

■
重
点
国
と
の
政
策
対
話
の
強
化

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
見
込
め
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
メ
コ
ン
諸
国
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
等
に
お
け
る
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
政
策
対
話
を
早
急
に
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

◇

◇

◇

提
言
は
発
表
と
同
時
に
、
藤
村
修
内
閣

官
房
長
官
、
古
川
元
久
国
家
戦
略
担
当
大

臣
に
手
交
し
た
ほ
か
、
関
係
各
方
面
に
建

議
し
た
。
今
後
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ

ラ
海
外
展
開
関
係
大
臣
会
合
や
経
済
産
業

省
産
業
構
造
審
議
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、

官
民
連
携
に
よ
る
制
度
設
計
に
反
映
し
て

い
き
た
い
。

第
１０７
回
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と

課
題
」

経
団
連
・
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
主
催
、経
営
法
曹
会
議
協
賛
に
よ
る「
第

１０７
回
経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
６

月
１４
、
１５
の
両
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
�
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
現

状
と
課
題
（
１
日
目
）
�
労
働
法
制
の
見

直
し
へ
の
対
応
策
〜
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
お
よ
び
労
働
契
約
法
の
改
正
法
案
（
２

日
目
）

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
の
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
現
状
に
つ
い
て

職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
等
に
関
す

る
労
働
局
へ
の
相
談
件
数
は
、
２
０
１
０

年
度
に
約
４
万
件
で
、
０
２
年
度
と
比
較

す
る
と
約
６
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
企
業
競
争
の
激
化
や
そ
れ
に

伴
う
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

希
薄
化
等
が
あ
る
。
ま
た
、
業
務
上
の
指

導
と
の
線
引
き
が
困
難
、
管
理
職
が
弱
腰

に
な
る
等
、
企
業
が
対
応
す
る
う
え
で
課

題
も
少
な
く
な
い
。

政
府
も
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

今
年
３
月
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
予
防
・
解
決
に
向
け
た
提
言
」
を
出

し
た
。
民
事
・
刑
事
の
一
般
法
理
、
ま
た

労
働
災
害
等
多
様
な
場
面
で
問
題
と
な
る

こ
と
か
ら
、
企
業
は
法
的
観
点
か
ら
整
理
、

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

■
正
当
な
指
導
と
不
法
行
為
と
の
区
別

業
務
上
の
指
導
と
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ

等
と
の
線
引
き
で
直
接
問
題
と
さ
れ
る
の

は
、「
不
法
行
為
責
任
」
と
、「
労
災
補
償

制
度
」
で
あ
る
。

上
司
や
同
僚
等
行
為
者
の
不
法
行
為
責

任
に
つ
い
て
は
、
指
導
を
行
う
必
要
性
、

言
動
内
容
、
回
数
、
態
様
、
日
常
的
な
関

係
等
に
よ
り
、
そ
の
違
法
性
が
判
断
さ
れ

る
。
業
務
上
の
指
導
目
的
で
あ
っ
て
も
、

一
般
的
に
妥
当
な
方
法
と
程
度
を
逸
脱
し

て
い
る
場
合
、
通
常
甘
受
す
べ
き
程
度
を

著
し
く
超
え
る
不
利
益
を
与
え
る
場
合
は

違
法
と
な
る
。

ま
た
、
従
業
員
の
不
法
行
為
責
任
を
前

提
に
、
民
法
第
７１５
条
に
よ
り
、
使
用
者
も

「
執
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
加
え
た
損

害
」に
対
す
る
賠
償
責
任（
使
用
者
責
任
）

を
負
う
。
上
司
が
業
務
命
令
や
指
導
の
形

式
を
取
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
業
務
の
執

行
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
と
し
て
使
用
者
責

任
を
問
わ
れ
る
裁
判
例
が
多
い
。

加
え
て
、
使
用
者
に
は
安
全
配
慮
義
務
、

職
場
環
境
配
慮
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り

（
労
働
契
約
法
第
５
条
等
）、
こ
う
し
た

義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
損
害
賠
償

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
配
慮
義
務
の

具
体
的
な
内
容
は
、
職
種
、
労
務
内
容
、

労
務
提
供
場
所
等
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
厳
し
い
叱
責
等
が
日
常
的
に
繰
り

返
さ
れ
た
も
の
で
な
く
と
も
、
従
業
員
の

状
態
に
よ
っ
て
は
配
慮
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
る
。

一
方
、
労
働
基
準
法
第
８
章
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
労
災
補
償
制

度
は
、
使
用
者
の
故
意
過
失
を
問
わ
ず
業

務
に
内
在
す
る
危
険
の
現
実
化
と
し
て
負

傷
な
い
し
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
損
失

を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
じ
め
・
嫌

が
ら
せ
等
の
場
合
、「
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
」
に
よ
り
心
理

的
負
荷
の
強
度
が
評
価
さ
れ
る
。

■
企
業
の
対
策

予
防
の
た
め
の
対
策
と
し
て
は
、
ト
ッ

プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
明
示
、
ル
ー
ル
の
作

成
、
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
態
把
握
、

教
育
、
周
知
等
が
あ
る
。
ま
た
、
解
決
の

た
め
の
対
策
と
し
て
は
、
相
談
や
解
決
の

場
の
設
置
、
再
発
防
止
研
修
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
実
際
に
、
相
談
を
受
け
た
場
合
の

対
応
と
し
て
は
、
配
慮
義
務
の
履
行
や
企

業
秩
序
の
回
復
を
目
的
と
し
て
、
事
実
関

係
の
確
認（
相
談
者
、
行
為
者
、
第
三
者
）、

行
為
者
お
よ
び
被
害
者
に
対
す
る
措
置
の

実
施
、
再
発
防
止
策
の
実
施
を
図
る
こ
と

に
な
る
。

〈
質
疑
応
答
〉

参
加
企
業
・
団
体
か
ら
の
質
問
に
対
し
、

「
被
害
者
が
訴
え
な
い
・
調
査
を
望
ま
な

い
場
合
も
配
慮
義
務
の
観
点
か
ら
は
介
入

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」「
段
階
的
に
注

意
す
る
・
記
録
を
残
す
等
の
内
容
の
管
理

者
教
育
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
教

育
が
管
理
者
の
委
縮
の
予
防
に
も
有
効
」

等
、
実
務
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
弁
護
士

ら
に
よ
る
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど
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五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

◆
五
・
二
一

平
成
二
四
年
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
二

青
年
経
営
者
部
会
平
成
二
四
年
度

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
二
五

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説

明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
八

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
四

平
成
二
四
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
五

第
三
〇
期
担
当
者
養
成
講
座
第
一
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
六

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
八

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
平
成
二
四
年
度

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
六
・
一
一

平
成
二
四
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ

ル
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
）

◆
六
・
一
二

担
当
者
養
成
講
座
第
二
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
三

平
成
二
四
年
度
第
一
回
企
業
戦
略

研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
八

平
成
二
四
年
度
第
一
回
少
子
高
齢

化
対
策
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
九

担
当
者
養
成
講
座
第
三
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

平
成
二
四
年
度
第
一
回
産
業
教
育

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
五

第
三
三
次
小
笠
原
洋
上
研
修
ス
タ

ッ
フ
会
議
（
事
務
局
会
議
室
）

◆
六
・
二
六

担
当
者
養
成
講
座
第
四
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
七

平
成
二
四
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ

ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一

第
四
〇
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
五

担
当
者
養
成
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
七
・
一
一

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
三

担
当
者
養
成
講
座
第
六
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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